第６部会（文化スポーツ教育）第８回部会概要

　日　時　平成１９年８月２７日（月）午後６時００分～午後７時３０分

　場　所　第３委員会室

　出席者　部  会 員 ：川島芳治　平田誠治　小林　寛　小塚順一　前野利一

　　　　　教育委員会：社会教育グループ総括主幹千葉利行

　　　　　事　務　局：企画グループ総括主幹二階堂一男　企画調整主査立中善則

　　

　議　題　１　外部評価について

　社会教育グル－プ外部評価対象事業6本について、事業概要の説明。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　以下、各事業に対する質疑応答について。

　（１）婦人活動振興助成金について　～　特になし。

　（２）三市合同女性国内派遣研修について

Ｑ：合同研修参加者の集まり「プラタナスの会」があると聞いておりますが、構成メ

ンバーは、どのようになっているのか。　　　　　　　　　　　　

Ａ：登別市から研修に参加した方々で構成しております。

Ｑ：派遣研修者の選考方法はどのようになっているか。　　　　
Ａ：公募制をとっており、その年にテーマを決め４００字以内のレポートの提出をし

ていただき、その後、面接を行い決定している。

Ｑ：参加者の自己負担額は、いくらか。　　　　

Ａ：参加者自己負担は、３万円です。　　　　　　　　

　（３）ネイチャーセンター運営管理経費について

Ｑ：ネイチャーセンターの事業実施に当たり、モモンガくらぶとネオスの関係はどの

ようになっているのか。　　　　　　　　　

Ａ：モモンガくらぶが指定管理者として運営管理全般の業務委託を受けているが、自

　　然体験事業実施にあたり経験及びノウハウが豊富なネオスの力を必要とする事

業についてモモンガくらぶとネオスの間で委託契約を結び事業を実施している。

（４）鉱山地区防災行政無線整備事業について

Ｑ：行政無線の運用は、どのようになっているのか。　

Ａ：常時運用しているのではなく、体験事業等で山の中に入る時などに本庁の防災担

当へ連絡し運用している。　　　　　　　　

　（５）市民生涯学習推進講座（ときめき大学）について

　（６）市民生涯学習推進講座（婦人短期大学）について

Ｑ：ときめき大学と婦人短期大学両方に在籍している方がいますか。

Ａ：います。　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｑ：学習委員の役割について。　　　　　　　　　

Ａ：学習委員は、学習計画、事業計画等の協議をすることとしています。

Ｑ：研修旅行等のバス利用者の自己負担（受益者負担）について。

Ａ：今後、検討して行きたい。　　　　　　　　

Ｑ：ときめき大学と婦人短期大学の合同行事等はありますか。

Ａ：バスを利用した研修旅行等を合同で実施しております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　

Ｑ：ときめき大学と婦人短期大学が合同で入学式を実施したということですが、問題

等は、なかったか。　　　　　　　　　　　　　

Ａ：特に、問題点等はなかった。　　　　　　　

Ｑ：ときめき大学と婦人短期大学　生涯学習の事業としての必要性は理解できるが、

　　卒業後もいつまでも行政が関ることは如何なものかと思うが。

Ａ：今後の関り方について、検討したい。　　　

【説明職員退席後、部会員による意見交換】
・内部評価が高すぎると思う。
・内部評価としては、ある面ではしょうがないと思う。成果達成が問題となると思う。

・今後、指定管理者制度導入後の事務事業評価をどのようにするのか考えていかな
ければならない。　　　
・特に、ネイチャーセンターの運営管理について、指定管理者制度を活用しているが

　自然体験事業等には危険が伴うことが多いが、安全・安心を考えた場合　事業展開

　が難しいと思う。
・指定管理者制度を活用している施設について、事業実施にあたり安全を考えた場合

受益者負担を必要とするが、その場合に行政はどこまで関るのか。

議題　２　その他について

何かありませんか。　　（なしの声あり）

【まとめ】

　　　本日の外部評価対象事業６本中　婦人活動振興助成金は廃止及び鉱山地区防

災行政無線整備事業は終了のため評価対象から除外し残り４本について、部会員

　　全員に（市民・外部価調書）により評価をし、提出をしていただき9月１４日開

　　催の部会で部会としての評価を決定する。
　　９月４日（火）まで、企画グループ提出を求め、部会長が集約する。
　

次回部会開催日について
　平成１９年９月１４日（金）　午後６時～　第２委員会室

　次回の議題について

　「外部評価のまとめ」について







